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3. 作業の準備
4． カッタアームをクランクケースから取り外してくだ

さい。同時にプーリー ( 大 ) からベルトを外してく
ださい。

5． カッタアームに取り付けてあるガードストッパのボ
ルトをゆるめて、ストッパとワッシャを取り外して
ください。

6． ノブをゆるめて、ホイルガードを端まで動かしてか
らノブを締めてホイルガードを動かないよう固定し
てください。

7． ガードストッパを図の位置で仮締めしてください。
8． ガードストッパをストッパ固定位置 ( レールの穴が

大きくなっている場所）まで動かしてボルトを締め
て固定してください。

9． ノブをゆるめて、ホイルガードを動くようにしてく
ださい。

10． カッタアームを反転してください。
11． カッタアームをクランクケースの長穴にはめてか

ら、ベルトをプーリー ( 大 ) に掛けてください。

12． プーリーカバーをカッタアームの外周に沿って差し
込んで下さい。差し込む際にはプーリーカバーがず
れていないことを確認してください。

13． プーリーカバーのボルト 2 本を締め付け後約１回転
戻し、23 ページの「ベルトの点検・調整・交換」を
参照してベルトの張りの調整をしてください。

14． プーリーカバーのボルト 2 本を締め付けてくださ
い。参考：締め付けトルクは 23N ･ m ～ 27N ･ m　

（230 ～ 270kgf ･ cm）です。
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3. 作業の準備
3-3. 燃料の準備

燃料タンクキャップを開け、手動式の燃料補給ポンプ
を使用してレギュラーガソリンを入れてください。
補給後は、燃料タンクキャップを確実に締め付けてく
ださい。

燃料タンクの色をうすくして、燃料の残量が見えるよ
うにしています。

 危険
燃料はエンジンを停止し、エンジンが冷えてから補給してください。
補給中にタバコを吸ったり、火気を近づけたりしないでください。

燃料に引火して火災を起こしたり、火傷を負うことになります。

 警告
燃料補給前に製品および補給用タンクを地面に数分間置くなどして、帯電している静電気を逃がしてくださ

い。作業者自身も手のひらを地面や金属に押し当てて、静電気を逃がしてください。
燃料補給時に金属製の漏斗（ろうと）を使用しないでください。

静電気が燃料に放電して、火災の原因となります｡
燃料は風通しの良い場所で、製品と補給用タンクを地面に置いて補給してください。トラックの荷台の上など

では補給しないでください。
燃料タンクには外気との間に圧力差が生じています。燃料タンクキャップはゆっくりと開けてください。
燃料を燃料タンク口元まで入れないでください。
燃料が少しでもこぼれたら必ず拭き取ってください。ただし湿度が低いときは、乾いた布で拭くと静電気を帯

びやすいので、水を湿らせた布で拭き取るようにしてください。
燃料パイプ、燃料系グロメット、燃料タンクキャップ周辺から燃料の漏れやにじみがある場合は直ちに使用を

中止し、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
補給用タンクは火気のない日陰に置いてください。

燃料に引火して火災や火傷の原因となります｡
燃料を運搬する際は鋼板製のガソリン携行缶を使用してください。
余った燃料は鋼板製のガソリン携行缶で保管してください。

ポリ容器での運搬や保管は法律で禁止されており、火災の原因となります｡

重要
この製品に使用する燃料は、レギュラーガソリンです。 混合ガソリンを使用しないでください。 アルコール混

入ガソリンは、ゴム製部品の劣化を早めるので使用しないでください。
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4. 運転
4 運転

4-1. エンジンの始動

 警告
燃料を補給した場所でエンジンを始動しないでください。

エンジンを始動する前に、燃料を補給した場所から 3 m 以上移
動してください。
燃料補給時の漏れた燃料に引火し、火災の原因となります。

エンジンを始動するときは、特に次のことを守ってください。
 製品を平坦で通気の良い、可燃物のない場所に置く
 燃料が漏れていないか確認する
 各部を点検し、製品の損傷やボルト・ナット類にゆるみがないことを確認する
 周囲は広くとり、人や動物を近づけない
 刃物が地面や障害物と接触していないことを確認する
 製品をしっかりと押さえて始動する
 刃物がない状態で始動しない
火災、事故や重傷を負う原因となります。

エンジンの排気ガスには有毒なガスが含まれています。屋内など通気の悪い場所では製品を運
転しないでください。
排気ガスによる中毒事故の原因となります。

エンジンが始動したら、異常振動・異常音が発生していないかを確認してください。
異常がある場合は直ちにエンジンを停止し、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
部品の脱落、飛散などにより、重傷を負う原因となります。

スロットルトリガがアイドリングの位置にあっても刃物が動く場合は、キャブレタを調整してください。
（23 ページ参照）
刃物に接触し、重傷を負う原因となります｡

製品の運転中および停止後しばらくの間は、シリンダ、シリンダカバー、マフラ、刃物などの
高温部に触れないでください。
高温部に触れると火傷します。

製品の運転中、スパークプラグ、プラグコードなどの高電圧部に触れないでください。
運転中に高電圧部に触れると感電します。

製品の運転中、刃物が回っているあいだは刃物に触れないでください。
重傷を負う原因となります。

 注意
ハンドルにオイルや燃料が付着したときは、拭き取って清潔な乾燥状態を保ってください。

手が滑りケガを負う恐れがあります｡

重要
スタータグリップを引くときは、引きヒモの 2/3 以上は引き出さないでください。スタータグリップを戻すと

きは、途中で手を離さないでください。
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4. 運転
■暖まっているエンジンの始動

1． 15 ページの「冷えたエンジンの始動」の手順 1,2 を
実行してください。

2． チョークを使用せずスタータグリップを引いてくだ
さい。

 エンジンが始動しにくい場合は、チョークノブを一旦
引き出しラッチ状態にして、また元に戻してくださ
い。（スロットルが少し開いた状態になります）
始動後は、スロットルロックアウトを押しながらス
ロットルトリガを少しだけ引いてラッチ状態を解除し
てください。
それでも始動しない場合は「冷えたエンジンの始動」
の手順で始動操作をしてください。

■エンジンの暖機運転
1． 始動したら、2 ～３分間低速運転をしてください。
2． スロットルトリガを徐々に引いてエンジンの回転を

上げていくと、自動的に刃物が回転し始めます。ス
ロットルトリガを戻すと、刃物の回転が停止し、エ
ンジンはアイドリング状態になります。

4-2. エンジンの停止

1． スロットルトリガを戻し、２～３分間アイドリング
運転をしてください。

2． ストップスイッチを押してください。本製品には停
止持続ユニットが付いていますので、ストップス
イッチを押し続けなくてもエンジンは停止します。

 ストップスイッチを押してもエンジンが停止しないと
きは、チョークノブを引いてください。エンジンは失
速し停止します。（応急停止 : チョークストップ）
ストップスイッチでエンジンが停止しなかった場合
は、製品を再び使用する前に、お買い求めの販売店に
ストップスイッチの点検と修理を依頼してください。

 警告
エンジン停止後もマフラや刃物が熱いので、可燃物のない場所に置いてください｡

火災の原因となります｡
エンジン停止後も刃物が回っているあいだは刃物に触れないでください。

重傷を負う原因となります｡
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5. 切断作業
5 切断作業

 危険
キックバックに注意
刃物の切断位置により切断材への反発力が発生し、本機をコントロールできなくなることがあり

ます。
刃物に接触し、重傷を負う原因となります。

回転キックバック
刃物の上半分で切断作業を行うと切断材への反発力が
発生し、刃物の先端が回転の反動ではねあがり、たい
へん危険です。必ず刃物の下側で切断してください。

直線キックバック
刃物の下側で切断作業を行うと、本機は前側に引き込
まれる力が発生することがあります。作業中はハンド
ルをしっかり持って作業してください。

 警告
第三者の立ち入り禁止
作業中に他の人や動物などを作業領域内へ入れないでください。

飛散物やキックバックなどにより、重傷を負う原因となります。

無理な姿勢での作業禁止
足元をしっかりさせバランスを保ち、安定した姿勢で作業をしてください。
はしごや足場に乗って作業はしないでください。
本機は胸より下の位置で使用してください。本機が肩より高くなるような姿勢で作業しないでください。

転倒や誤った操作などにより、事故や重傷を負う原因となります。

片手使用禁止
両手でハンドルを握って製品を操作してください。
ハンドル以外の場所を持って作業しないでください。
作業中にホイルガードの内側に手を差し込まないでください。

片手で操作すると製品をコントロールできず、刃物に接触し、重傷を
負う原因となります。

近接作業の禁止
作業の際は他の作業者に切断物を支えさせないでください。
他の作業者との間に十分な距離を保ってください。
二人以上で作業する場合は、お互いに呼子などで合図のしかたを決めて作業してください。

飛散物により、重傷を負う原因となります。

可燃物の注意
燃える恐れのあるものの近くでは使用しないでください。
切断後まわりに火種がないか確認してください。

使用中に発生した火花により、引火または爆発の恐れがあります。
マフラ周辺にゴミや可燃物が付着したときは、エンジンを停止し、刃物の回転が止まってから取り除いてくだ

さい。
火災の原因となります。
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5. 切断作業

 警告
切断材の確認
アスベストなど有害な物質を含んだ材料は切断しないでください。
材質のわからないものは切断しないでください。
切断材にあった防塵マスクを使用してください。

放出された有害な物質を吸いこんだり、周囲に流出する恐れがあります。

作業時の注意
切断時に曲線切りや刃物をこじったりしないでください。
刃物の側面は使用しないでください。

刃物が破損して、重傷を負う原因となります。
製品を落としたり、ぶつけたりした場合はすぐにエンジンを止めて損傷を確認してください。

製品が破損して、重傷を負う原因となります。
下向きで切断する場合、切断終わり時にはしっかりと製品を保持してください。

製品を支える力が無くなることでバランスを崩し、刃物に接触して重傷を負う原因になります。

作業中断時はエンジン停止
作業を中断し製品を下に置く前に、エンジンを停止してください。

スロットルトリガ部に木の枝などが進入し、エンジン回転が上昇することがあります。
作業を中断し製品を下に置く場合は、可燃物のない場所に置いてください｡

火災の原因となります｡
エンジンを停止したあとに触る場合は十分に注意してください。エンジン本体や刃物は高温に

なっています。
やけどを負う恐れがあります｡

移動時はエンジン停止
作業を中断して移動する場合は、エンジンを停止してください。フロントハンドルを持って刃物を後ろ向きに

して移動してください。
火傷や重傷を負う原因となります｡

車で運搬する場合は燃料タンクから燃料を抜いて、刃物は取り外し、製品が動かないようにしっかり固定して
ください｡

車で運搬する場合は冷えた状態にしてから正立もしくは燃料キャップ上向きで積み込んでください。
燃料を入れたまま車で移動すると、火災の原因となります｡

 注意
作業前の確認
作業地域の規則を確認し、取り決めにしたがってください。
可燃性ガスなどの可燃物が周囲にある作業環境では使用しないでください。また、燃料ガスが充満している密

閉された空間では使用しないでください。
引火し火災の原因になる恐れがあります。

切断時の注意
切断材は適切な方法で固定してください。
切断材を足で押さえて作業しないでください。
複数の切断材を同時に切断しないでください。

切断中にバランスがくずれて、ケガを負う可能性があります。
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5. 切断作業
■作業姿勢

エンジンカッターは一人で操作するものですが、助けが
必要な場合に備え、呼べる程度の近い場所に他の作業者
がいるようにしてください。

エンジンカッターの左側に立って、左手はフロントハン
ドル、右手はリヤハンドルを握り、右手の人差し指でス
ロットルトリガを引いてください。

■切断作業
エンジンを始動し、機械の振動や刃物の面振れなど異常
のない確認してから、切断を開始してください。

スロットル全開で刃物をゆっくり切断材に押し当てて切
りこんでください。
スロットル全開でエンジンの回転数は８０００～
９０００ r/min の範囲になるように刃物を軽く切断材に
押し当てて切断するのが最も効率のよい使い方です。刃
物を切断材に強く押し当ててエンジン回転数を下げて使
用するのは使用者の疲労を増し、切断性が著しく低下し
ます。

横切りはリコイルスターターが上になる状態でおこなっ
てください。

 実際に切断する前にエンジンカッターの操作をよく理
解してください。
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6. 点検・整備
6 点検・整備

6-1. 点検・整備の目安

（注）振動障害を予防するために
 防振ゴムや防振スプリングは、製品のご使用前後に摩耗、亀裂、変形がないか点検してください。

異常がある場合または通常より振動が増えたと感じた場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
 刃物の状態により振動が増えることがあります。
「刃物の点検」の項を参照して整備をしてください。

 警告
製品の点検・整備をするときは、エンジンを停止し、エンジンが冷えてからスパークプラグキャップを外して

ください。
火傷や、突然の始動による事故の原因となります。

製品の点検・整備をするときは、風通しのよい火気のない場所でおこなってください。
燃料に引火して火災や火傷の原因となります。

重要
お買い求めいただいた製品を安全にご使用いただくために、定期的に点検・整備をしてください｡
点検・整備には専門的な知識が必要です。ご自分で点検・整備や故障対策ができない場合は、お買い求めの販

売店にご相談ください。

点検・整備項目 作業前または
作業後

作業５０時間毎
または１年

作業 100 時間毎 参照
ページ

エアフィルタ ※ ● ● 21
燃料フィルタ ○● 22
燃料タンクキャップガスケット ○ ● 21
燃料の残量、劣化 ○ -
燃料タンクの清掃 ○ 22
オイルフィルタ ○● 22
オイルタンクキャップガスケット ○ ● 21
オイルの残量、劣化 ○ -
スパークプラグ ○● 22
キャブレタ ○● 23
シリンダフィン ○ 23
マフラ ○ -
クラッチ ● -
エンジンの異常振動 ○ -
刃物 ( といし・ダイヤモンドブレード） ○ 25
ベルト ○ ● 23
ホイルガード ○ 25
フランジ ○ ● 25
スクリュ、ボルト、ナット ○ ● -
防振ゴム、防振スプリング  （注）○ ● -

○：ご自分で点検・整備してください｡
●：製品の性能維持のため、お買い求めの販売店に定期的な点検を依頼し必要に応じ交換してください｡
※：エンジン出力が著しく低下した場合｡
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6. 点検・整備
6-2. 点検・整備要領
■エアフィルタの点検・交換

本製品のエアフィルタは遠心分離を含む４層のクリー
ナ構造になっており長期間メンテナンス不要でご使用
いただけますが、次の場合はメインエアフィルタとサ
ブエアフィルタを新品と交換してください。

 エンジン出力が著しく低下した場合。
 １年間もしくは５０時間の作業目安。

エアフィルタの交換手順
1． エアクリーナカバーに取り付けてあるグロメット 4

個をラジオペンチなどを使って取り外してください。
2． エアクリーナカバーを固定しているボルト 4 本を外

してエアクリーナカバーを取り外してください。
3． メインエアフィルタとサブエアフィルタを取り外し

てください。サブエアフィルタはチョークノブを引
いたあとにフィルタケースを引き抜いて裏から押せ
ば外すことが出来ます。

4． フィルタケースを取り付けてください。
5． 新しいサブエアフィルタとメインエアフィルタを取

り付けてください。フィルタは同時に交換してくだ
さい。

6． エアクリーナカバーを取り付けてからボルト４本を
締め付けて固定してください。ボルト①３本を締め
付けてからボルト②を締め付けてください。

7． グロメットを上下の向きに注意してエアクリーナカ
バーに取り付けてください。

■燃料・オイルタンクキャップガスケットの点検
燃料やオイルを補給した後、それぞれのタンクキャップ
を確実に締め付け、タンクキャップ周辺から燃料、オイ
ルの漏れ、にじみがないことを確認してください。

 漏れ、にじみがある場合は直ちに使用を中止し、お買
い求めの販売店に修理を依頼してください。

重要
メインエアフィルタとサブエアフィルタは圧縮空気で清掃しないでください。フィルタが破損し、性能を維持

できなくなります。
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6. 点検・整備
■燃料フィルタの点検

燃料フィルタの詰まりは、エンジン始動の困難・エンジ
ン不調の原因になります。
1． 燃料タンクキャップを外してください。
2． 針金などを使って給油口から燃料フィルタを引き出

し、点検してください。
3． 燃料フィルタが汚れている場合または年に一度、ク

リーニングせずに新しい燃料フィルタに交換してく
ださい。

4． 燃料タンクの内側が汚れていたら、燃料できれいに
してください。

5． 点検後は燃料タンクキャップを確実に締め付けてく
ださい。

 燃料タンク内にゴミが入らないようにしてください。
■オイルフィルタの点検

1． オイルタンクキャップを外してください。
2． 針金などを使って、オイルパイプに傷を付けないよ

うにオイルフィルタをオイルタンクの給油口から取
り出してください。

3． オイルフィルタが汚れている場合は、清掃または交
換してください。

4． 点検後はオイルタンクキャップを確実に締め付けて
ください。

 オイルタンク内にゴミが入らないようにしてくださ
い。

■スパークプラグの点検
1． 付属のソケットレンチ (19 mm) でスパークプラグ

を外してください。
2． スパークプラグの標準火花隙間は 0.6 ～ 0.7 mm で

す。標準火花隙間より広すぎたり狭すぎる場合は調
整してください。電極の周囲にオイルや堆積物が付
いているときは清掃してください。電極やターミナ
ルが摩耗しているときや、ガイシに亀裂がある場合
は新品と交換してください。

3． スパークプラグは、付属のソケットレンチでしっか
り締め付けてください。
参考：締め付けトルクは 17 ～ 19 N・m（170 ～
190 kgf・cm）です。

 スパークプラグの火花を確認する発火テストは、お買
い求めの販売店に依頼してください。

重要
オイルフィルタが詰まるとエンジンの焼き付きにつながりますので注意してください。
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6. 点検・整備
■シリンダフィンの点検

シリンダフィンにゴミが詰まるとエンジンの冷却効果が
悪くなります。シリンダフィンの間のゴミやホコリを取
り除いて冷却風の通りを良くしてください。

■キャブレタの点検

アイドリング時に刃物が回転しないよう、キャブレタを
次のように調整してください。
1． アイドル調整ネジを刃物が回り始めるまで、もしく

はいっぱいまで右に回し、その後左に 2・1/2 回転
戻してください。参考：エンジン回転数は
2,600±400 r/min です。右に回すと回転速度が上
がります。

 エンジン破損の原因になる恐れがありますので、アイ
ドリング調整以外のキャブレタ調整はしないでくださ
い。エンジン不調の場合は販売店にご相談ください。

■ベルトの点検・調整・交換
ベルトは使用している間に張りがゆるんだり、摩耗し
ます。
ベルトに異常があると切断能力が低下します。

ベルトの調整
ゆるんだ場合は張りの調整をしてください。

1． プーリーカバーのボルト 2 本を付属のソケットレン
チで約１回転ゆるめてください。

2． テンションスクリュを回して、クラッチカバーの印
にワッシャを合わせてください。

3． プーリーカバーのボルト 2 本を締め付けてくださ
い。参考：締め付けトルクは 23N ･ m ～ 27N ･ m

（230 ～ 270kgf ･ cm）です。

 警告
キャブレタを調整するときには人を近づけないこと。
キャブレタを調整するときに刃物が地面や障害物に接触していないこと。

刃物が動き出した際に重傷を負う原因となります。

重要
調整ネジは締めすぎないでください。キャブレタが破損する原因となります。
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6. 点検・整備
ベルトの交換

摩耗が激しい場合（はがれ、めくれ、傷、ひび割れな
ど）はベルトを交換してください。

1． テンションスクリュをゆるめてから、プーリーカ
バーのボルト 2 本を付属のソケットレンチで外して
ください。

2． プーリーカバーをレールに沿って取り外してくださ
い。

3． クラッチカバーのボルト 2 本をゆるめてクラッチカ
バーを取り外してください。

4． 古いベルトを外してカッタアームを取り外してくだ
さい。

5． 新しいベルトをプーリー ( 小）に掛けてください。
6． ベルトをカッタ方向に引っ張りながら、クラッチカ

バーを取り付けて、ボルト 2 本で固定してくださ
い。

7． カッタアームをクランクケースの長穴にはめてから、
プーリー（大）にベルトを掛けてください。

8． プーリーカバーをカッタアームの外周に沿って差し
込んで下さい。差し込む際にはプーリーカバーがず
れていないことを確認してください。

9． プーリーカバーのボルト 2 本を締め付け後約１回転
戻し、ベルトの張りの調整をしてください。

10． プーリーカバーのボルト 2 本を締め付けてくださ
い。参考：締め付けトルクは 23N ･ m ～ 27N ･ m

（230 ～ 270kgf ･ cm）です。
11． 交換初期はベルトが伸びるため、運転後に再度張り

の調整を行ってください。

 注意
ベルトの交換時には、ベルトとプーリーの間に指を挟まれないように注意してください。

けがをする恐れがあります。
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6. 点検・整備
■刃物の点検

といしの点検
外観を良く点検し、ひび、ひずみ、欠けのあるものは
使用しないで新品に交換してください。また、異常摩
耗や偏摩耗した場合も新品に交換してください。

ダイヤモンドブレードの点検
外観を良く点検し、基盤の割れ、基盤のひずみ、チッ
プ欠け、チップの異常摩耗や偏摩耗のあるものは使用
しないで新品に交換してください。
切れ味が低下したときは目立てを行ってください。

 目立ての手順は、刃物をスロー回転 ( エンジン回転数
4000 ～ 5000 r/min）に落とし、コンクリートブ
ロックまたは柔らかいれんがを 10 回程度切断し、ダ
イヤの目が出たのを確認してください。なお、ブロッ
クは水をかけて切断する方が効果があがります。

■刃物の交換

1． 付属の回り止め棒をプーリーカバーの穴に差し込ん
でドライブシャフトを固定してください。

2． 付属のソケットレンチを使用して、ボルトをゆるめ、
アウターフランジ、刃物をはずしてください。

3． フランジやボルトを清掃してください。
4． 刃物の取り付け手順と注意事項は、9 ページの「刃

物の取り付け」を参照してください。

■フランジの点検
外観をよく点検し、摩耗やひび、割れを確認してくだ
さい。
外周が摩耗すると、刃物を押さえる範囲が小さくなり
破損しやすくなり危険です。
異常がある場合は新品と交換してください。

■ホイルガードの点検
変形やがたつきにより、刃物に接触していないか確認
してください。
ロックされていない状態で前後に動くことを確認して
ください。

 注意
切断作業後しばらくの間は刃物が高温になっていますので、触らないでください。
手袋を着用して、刃物を着脱してください。

ケガや火傷をおう恐れがあります。
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7. 保管
7 保管

製品を長期間（30 日以上）にわたって保管する場合は、下記の手順で整備をしてください。

1． 燃料タンク内の燃料を抜き取ってください。
2． プライマリポンプを数回押してプライマリポンプの

燃料を抜き取ってください。
3． エンジンを始動し、自然に停止するまで運転してく

ださい。

4． 製品の外側に付いたグリース、オイル、ホコリ、ゴ
ミなどをきれいに拭き取ってください。

5． 本書に定められた定期的な点検をしてください。
6． スクリュ、ナット類が締まっているか確認してくだ

さい。ゆるんでいる場合は、増し締めしてください。

7． スパークプラグを外し、適量（10 mL 程度）の２サ
イクルエンジンオイルをシリンダに入れてください。

8． スパークプラグの取り付け穴の上にきれいな布を掛
けてください。

9． スタータグリップを数回引いて、エンジンオイルを
シリンダ内に行き渡らせてください。

10． スタータグリップをゆっくり引き、ピストンが最も
上のところで止まるようにしてください。

11． スパークプラグを取り付けてください。
（スパークプラグキャップは接続しないで、はさまな
いようにエアクリーナカバーを取り付けてください）

12． 刃物を取り外し、子供の手の届かないホコリの少な
い乾燥した場所に正立で保管してください。

13． 刃物は乾燥した場所で、ゆがまないように保管して
ください。

 警告
燃料ガスが充満している密閉された場所や、裸火、火花のあるそばに保管しないでください。

火災の原因となります｡
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8. 故障対策
8 故障対策

8-1. 故障診断表

 表中に記載されていない故障など、ご不明な点はお買い求めの販売店にご相談ください｡

8-2. 製品の廃棄
製品や部品を廃棄するときは、お買い求めの販売店に相談するか、自治体の指導に従ってください｡

重要
補用品や消耗品は必ず純正部品または指定品を使用してください。

純正または指定以外の部品を使用すると故障の原因となる場合があります。

故障内容 故障診断 原因 対策
エンジンが始動しない キャブレタに燃料がない 燃料が入っていない 燃料補給

燃料フィルタの目詰まり 交換
燃料系統の目詰まり 販売店へ依頼
キャブレタ不良、内部固着 販売店へ依頼

キャブレタに燃料がある 燃料の変質 新しい燃料と交換
燃料の吸い込みすぎ スパークプラグの乾燥
電気的障害 販売店へ依頼
エンジン内部の故障 販売店へ依頼

オイルタンクにオイルが
ない

潤滑不良によるエンジンの焼
き付き

販売店へ依頼

エンジンが始動しにくい、 キャブレタに燃料がある 燃料の変質 新しい燃料と交換
また回転が変動する キャブレタ不良 販売店へ依頼

スパークプラグが汚れて
いる、または濡れている

燃料の変質 新しい燃料と交換
電極の火花隙間が正しくない 調整か交換
カーボンが付着している 清掃か交換
電気的障害 販売店へ依頼

エンジンは始動するが エアフィルタの汚れ 交換
加速できない 燃料フィルタの汚れ 交換

燃料通路の詰まり 販売店へ依頼
キャブレタ調整不良 販売店へ依頼
排気口、マフラ出口の詰まり 清掃か販売店へ依頼

エンジンが停止する キャブレタ調整不良 調整
電気的障害 販売店へ依頼

エンジンが停止しない ストップスイッチ不良 応急停止後販売店へ
アイドリング状態で キャブレタ調整不良 調整
刃物が動く クラッチ破損 販売店へ依頼
切れ味の低下 といしの性能低下 交換

ダイヤモンドブレードの性能
低下

交換または目立て

ベルトのゆるみ 調整
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9. 仕様
9 仕様

（寸法；刃物を除く）
（質量；刃物・燃料を除く）
 この仕様は予告なしに変更することがあります。

仕　様
区　分 項　目 単　位 ＫＰＲ ３００ Ｂ
寸　法 長　さ 639

幅 mm 248
高　さ 381

質　量 kg 10.2
エンジン 形　式 ー 空冷２サイクル単シリンダ

排　気　量 mL 73.5
キャブレタ ー ダイヤフラム式
マグネト ー フライホイールマグネト電子点火方式
スパークプラグ ー チャンピオン　ＣＪ ６ Ｙ
始　動　方　法 ー リコイルスタータ
動 力 伝 達 方 法 ー 自動遠心クラッチ

燃　料 燃料 レギュラーガソリン
タンク容量 Ｌ 0.64

潤滑油 潤滑油 純正２サイクル専用オイル（ＪＡＳＯ 性能分類 ＦＣ）
タンク　容　量 L 0.41

切　断 最大深度 　 といし mm 103 ( 外径 305mm 刃物使用時 )
ダイヤモンドブレード mm 103 ( 外径 305mm 刃物使用時 )

使用刃物 といし
 外径 mm 305
 内径 mm 30.5
 最高使用周速度 m/s 80 以上
ダイヤモンドブレード
 外径 mm 305 ( 最大 320)
 内径 mm 30.5
 最高使用周速度 m/s 80 以上

周波数補正振動加速度実効値の 3 軸合成値 4.5 m/s2

振動測定の準拠規格 ISO 19432 : 2012
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10. 振動障害の予防
10 振動障害の予防

10-1. 日振動ばく露量 A(8)

2009 年に厚生労働省から振動障害予防対策として、日振動ばく露量を抑制する指針が出されました。指針の内
容を理解のうえ、日振動ばく露量の低減に努めてください。
 指針の詳細は安全衛生情報センターのホームページ（http://www.jaish.gr.jp/) の通達一覧から参照してくだ

さい。
 チェンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障害予防対策指針について　　　　　　　　　　　　　　

平成 21 年 7 月 10 日　基発 0710 第 2 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（http://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-50/hor1-50-27-1-0.htm) を参照してください。

「周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値」と１日当たりの振動ばく露時間から、次式により日振動ばく露
量 A(8) を求めてください。
 日振動ばく露量 A(8) は 5 m/s2 以下となるように振動ばく露時間（作業時間）T を設定してください。
 1 日当たりの振動ばく露時間（作業時間）T は 2 時間以下で設定してください。

（注）a〔m/s2〕：周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値（本体表示ラベル又は、28 ページの「仕様」参照）
　T〔時間〕：１日の振動ばく露時間

日振動ばく露量 A(8) は、下記のノモグラムからも求めることができます。このノモグラムの使用方法は、 (a)
に「周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値」をプロットし、(c) に「振動ばく露時間」をプロットし、そ
の２つの点を結ぶことにより (b) の「日振動ばく露量 A(8)」を求めることができます。
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10. 振動障害の予防
10-2.1 日に複数の振動工具を使用する場合

１日に複数の振動工具を使用する時は、下表を利用して個別作業ごとの「振動ばく露量：Ai(8)」を求め、最
終的な「日振動ばく露量：A(8)」を計算します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　複数の振動工具を使用する場合でも、その振動ばく露時間が「日振動ばく露限界値（A(8)：5.0 m/s2）お
よび　 「日振動ばく露対策値（A(8)：2.5 m/s2）」を超えるかが判断出来ます。
 1 日当たりの振動ばく露時間（作業時間）：T は合計で 2 時間以内で設定してください。
 日振動ばく露量 A(8) は：5 m/s2 以下となるように、各振動工具の振動ばく露時間（作業時間）T を設定し

てください。

1． ノモグラム（29 ページの「日振動ばく露量 A(8)」に記載）に、個別作業の周波数補正振動加速度実効値の 
3 軸合成値を (a)、振動ばく露時間を (c) にプロットし、2 つの点を結んで個別の振動ばく露量 (b)　Ai(8)
を読み取り、上記の表に記入します。個々の作業がいくつもある場合は同様の操作を繰り返し、Ai(8) を求
め上記表に記載します。

2． 個々の作業の Ai(8) の 2 乗を計算し、全ての作業別の値の合計を求め上記表に記載します。
3． 2. で求めた値の平方根を求め表に記載します。この値が「日振動ばく露量 A(8)」になります。

 上テーブルは、（http://www.jaish.gr.jp/information/mhlw/nichishindo_bakuroryo.xls）を使用して求め
ることが出来ます。
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1 メモ・裏表紙

メ　モ



X750-030 77 0
X750395-480 0 0604zzz xxxx ES

著作権法により無断での複製、転載などは禁止されております。(C)
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	3-1. 刃物の取り付け
	■ カラーの交換
	1． プーリーカバーの穴に付属の回り止め棒を差し込み、 ドライブシャフトを回らないよう固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使って、ボルトをゆるめて アウターフランジを取り外してください。
	3． ドライブシャフトにカラーがスナップリングで固定 されています。細いマイナスドライバーなどをス ナップリングとドライブシャフトの間に差し込んで スナップリングを取り外し...
	4． カラーを使用する刃物の内径にあったものと差し替 えてください。
	5． スナップリングをドライブシャフトの溝の位置まで 押し込んでカラーを固定してください。スナップリ ングが変形した場合はカラーが固定されず危険です ので新品に交換してくだ...

	■ 刃物の取り付け
	1． 付属の回り止め棒をプーリーカバーの穴に差し込ん でドライブシャフトを固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使用してボルトをゆるめ、 アウターフランジと一緒に外してください。
	3． フランジやボルトにゴミが付いている場合は清掃し てください。摩耗や損傷している場合は新品に交換 してください。
	4． 刃物の回転方向を確認して、ドライブシャフトのカ ラーにセットしてください。カラーに刃物の中心穴 が確実にセットされていることを確認してください。
	5． アウターフランジの穴をドライブシャフトに合わせ て取り付け、ボルトを手で仮り締めしてから付属の ソケットレンチで締め付けてください。参考：締め 付けトルクは25Ｎ・ｍ～30...
	6． プーリーカバーの穴から回り止め棒を外し、刃物を 手で回して振れ、ゆるみがないか確認してください。

	■ ホイルガードの角度調整
	1． といしを使用する場合は作業者に破片が飛んでこな い位置にホイルガードを動かし、ノブを時計回りに 締めこみ、ホイルガードを固定してください。
	2． ダイヤモンドブレードを使用する場合、通常は固定 して使用しますが、ホイルガードを固定しないで使 用することもできます。その場合、ノブを反時計回 りにいっぱいに回し、ノ...


	3-2. カッタアームの反転取り付け
	1． 刃物を取り付けている場合は、刃物を取り外してく ださい。
	2． テンションスクリュの先端が見えなくなるまでゆる めてから、プーリーカバーのボルト2本を付属のソ ケットレンチで外してください。
	3． プーリーカバーを取り外してください。
	4． カッタアームをクランクケースから取り外してくだ さい。同時にプーリー(大)からベルトを外してく ださい。
	5． カッタアームに取り付けてあるガードストッパのボ ルトをゆるめて、ストッパとワッシャを取り外して ください。
	6． ノブをゆるめて、ホイルガードを端まで動かしてか らノブを締めてホイルガードを動かないよう固定し てください。
	7． ガードストッパを図の位置で仮締めしてください。
	8． ガードストッパをストッパ固定位置(レールの穴が 大きくなっている場所）まで動かしてボルトを締め て固定してください。
	9． ノブをゆるめて、ホイルガードを動くようにしてく ださい。
	10． カッタアームを反転してください。
	11． カッタアームをクランクケースの長穴にはめてか ら、ベルトをプーリー(大)に掛けてください。
	12． プーリーカバーをカッタアームの外周に沿って差し 込んで下さい。差し込む際にはプーリーカバーがず れていないことを確認してください。
	13． プーリーカバーのボルト2本を締め付け後約１回転 戻し、23 ページの「ベルトの点検・調整・交換」を 参照してベルトの張りの調整をしてください。
	14． プーリーカバーのボルト2本を締め付けてくださ い。参考：締め付けトルクは23N･m～27N･m　 （230～270kgf･cm）です。

	3-3. 燃料の準備
	3-4. 潤滑油の準備
	運転

	4-1. エンジンの始動
	■ 冷えたエンジンの始動
	1． ガソリンと２サイクルオイルがそれぞれのタンクに 入っていることを確認してください。
	2． デコンプボタンを押してください。
	3． プライマリポンプ内に燃料が吸い上がるまで、プラ イマリポンプをくり返し押してください。（目安５～ ６回）
	4． チョークノブを引いてください。
	5． エンジンカッターを安定した地面におき、右足でリ ヤハンドルをしっかりと固定します。左手でフロン トハンドルをつかみ、右手でスタータグリップを最 初の爆発音がするまで数...
	6． 爆発音がしたら、再度デコンプボタンを押してから チョークノブを元に戻し、スタータグリップを引い てエンジンを始動してください。
	7． 始動後は、スロットルロックアウトを押しながらス ロットルトリガを少しだけ引いて、ラッチ状態を解 除してください。

	■ 暖まっているエンジンの始動
	1． 15 ページの「冷えたエンジンの始動」の手順1,2を 実行してください。
	2． チョークを使用せずスタータグリップを引いてくだ さい。

	■ エンジンの暖機運転
	1． 始動したら、2～３分間低速運転をしてください。
	2． スロットルトリガを徐々に引いてエンジンの回転を 上げていくと、自動的に刃物が回転し始めます。ス ロットルトリガを戻すと、刃物の回転が停止し、エ ンジンはアイドリング状...


	4-2. エンジンの停止
	1． スロットルトリガを戻し、２～３分間アイドリング 運転をしてください。
	2． ストップスイッチを押してください。本製品には停 止持続ユニットが付いていますので、ストップス イッチを押し続けなくてもエンジンは停止します。
	切断作業
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	可燃物の注意
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	6-1. 点検・整備の目安
	6-2. 点検・整備要領
	■ エアフィルタの点検・交換
	1． エアクリーナカバーに取り付けてあるグロメット4 個をラジオペンチなどを使って取り外してください。
	2． エアクリーナカバーを固定しているボルト4本を外 してエアクリーナカバーを取り外してください。
	3． メインエアフィルタとサブエアフィルタを取り外し てください。サブエアフィルタはチョークノブを引 いたあとにフィルタケースを引き抜いて裏から押せ ば外すことが出来ます。
	4． フィルタケースを取り付けてください。
	5． 新しいサブエアフィルタとメインエアフィルタを取 り付けてください。フィルタは同時に交換してくだ さい。
	6． エアクリーナカバーを取り付けてからボルト４本を 締め付けて固定してください。ボルト①３本を締め 付けてからボルト②を締め付けてください。
	7． グロメットを上下の向きに注意してエアクリーナカ バーに取り付けてください。

	■ 燃料・オイルタンクキャップガスケットの点検
	■ 燃料フィルタの点検
	1． 燃料タンクキャップを外してください。
	2． 針金などを使って給油口から燃料フィルタを引き出 し、点検してください。
	3． 燃料フィルタが汚れている場合または年に一度、ク リーニングせずに新しい燃料フィルタに交換してく ださい。
	4． 燃料タンクの内側が汚れていたら、燃料できれいに してください。
	5． 点検後は燃料タンクキャップを確実に締め付けてく ださい。

	■ オイルフィルタの点検
	1． オイルタンクキャップを外してください。
	2． 針金などを使って、オイルパイプに傷を付けないよ うにオイルフィルタをオイルタンクの給油口から取 り出してください。
	3． オイルフィルタが汚れている場合は、清掃または交 換してください。
	4． 点検後はオイルタンクキャップを確実に締め付けて ください。

	■ スパークプラグの点検
	1． 付属のソケットレンチ(19 mm)でスパークプラグ を外してください。
	2． スパークプラグの標準火花隙間は0.6～0.7 mmで す。標準火花隙間より広すぎたり狭すぎる場合は調 整してください。電極の周囲にオイルや堆積物が付 いているときは清掃してくださ...
	3． スパークプラグは、付属のソケットレンチでしっか り締め付けてください。 参考：締め付けトルクは17～19 N・m（170～ 190 kgf・cm）です。

	■ シリンダフィンの点検
	■ キャブレタの点検
	1． アイドル調整ネジを刃物が回り始めるまで、もしく はいっぱいまで右に回し、その後左に2・1/2 回転 戻してください。参考：エンジン回転数は 2,600±400 r/minです。右に回すと回転速...

	■ ベルトの点検・調整・交換
	1． プーリーカバーのボルト2本を付属のソケットレン チで約１回転ゆるめてください。
	2． テンションスクリュを回して、クラッチカバーの印 にワッシャを合わせてください。
	3． プーリーカバーのボルト2本を締め付けてくださ い。参考：締め付けトルクは23N･m～27N･m （230～270kgf･cm）です。
	1． テンションスクリュをゆるめてから、プーリーカ バーのボルト2本を付属のソケットレンチで外して ください。
	2． プーリーカバーをレールに沿って取り外してくださ い。
	3． クラッチカバーのボルト2本をゆるめてクラッチカ バーを取り外してください。
	4． 古いベルトを外してカッタアームを取り外してくだ さい。
	5． 新しいベルトをプーリー(小）に掛けてください。
	6． ベルトをカッタ方向に引っ張りながら、クラッチカ バーを取り付けて、ボルト2本で固定してくださ い。
	7． カッタアームをクランクケースの長穴にはめてから、 プーリー（大）にベルトを掛けてください。
	8． プーリーカバーをカッタアームの外周に沿って差し 込んで下さい。差し込む際にはプーリーカバーがず れていないことを確認してください。
	9． プーリーカバーのボルト2本を締め付け後約１回転 戻し、ベルトの張りの調整をしてください。
	10． プーリーカバーのボルト2本を締め付けてくださ い。参考：締め付けトルクは23N･m～27N･m （230～270kgf･cm）です。
	11． 交換初期はベルトが伸びるため、運転後に再度張り の調整を行ってください。

	■ 刃物の点検
	■ 刃物の交換
	1． 付属の回り止め棒をプーリーカバーの穴に差し込ん でドライブシャフトを固定してください。
	2． 付属のソケットレンチを使用して、ボルトをゆるめ、 アウターフランジ、刃物をはずしてください。
	3． フランジやボルトを清掃してください。
	4． 刃物の取り付け手順と注意事項は、9 ページの「刃 物の取り付け」を参照してください。

	■ フランジの点検
	■ ホイルガードの点検
	保管
	1． 燃料タンク内の燃料を抜き取ってください。
	2． プライマリポンプを数回押してプライマリポンプの 燃料を抜き取ってください。
	3． エンジンを始動し、自然に停止するまで運転してく ださい。
	4． 製品の外側に付いたグリース、オイル、ホコリ、ゴ ミなどをきれいに拭き取ってください。
	5． 本書に定められた定期的な点検をしてください。
	6． スクリュ、ナット類が締まっているか確認してくだ さい。ゆるんでいる場合は、増し締めしてください。
	7． スパークプラグを外し、適量（10 mL程度）の２サ イクルエンジンオイルをシリンダに入れてください。
	8． スパークプラグの取り付け穴の上にきれいな布を掛 けてください。
	9． スタータグリップを数回引いて、エンジンオイルを シリンダ内に行き渡らせてください。
	10． スタータグリップをゆっくり引き、ピストンが最も 上のところで止まるようにしてください。
	11． スパークプラグを取り付けてください。 （スパークプラグキャップは接続しないで、はさまな いようにエアクリーナカバーを取り付けてください）
	12． 刃物を取り外し、子供の手の届かないホコリの少な い乾燥した場所に正立で保管してください。
	13． 刃物は乾燥した場所で、ゆがまないように保管して ください。

	故障対策


	8-1. 故障診断表
	8-2. 製品の廃棄
	仕様
	振動障害の予防

	10-1. 日振動ばく露量 A(8)
	10-2. 1日に複数の振動工具を使用する場合
	1． ノモグラム（29 ページの「日振動ばく露量 A(8)」に記載）に、個別作業の周波数補正振動加速度実効値の 3軸合成値を(a)、振動ばく露時間を(c)にプロットし、2つの点を結んで個別の振...
	2． 個々の作業のAi(8)の2乗を計算し、全ての作業別の値の合計を求め上記表に記載します。
	3． 2.で求めた値の平方根を求め表に記載します。この値が「日振動ばく露量A(8)」になります。
	メモ・裏表紙
	メ　モ
	メ　モ
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